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土地 4か所で評価損約４９億円＆毎年の経費が 3千万円の 

土地開発公社。解散議案、3月議会提出へ！ 
松戸市の塩漬け土地問題、解決なるか！！ 
12 月 18 日、建設経済常任委員会において、市から土地開発公社の現状と解散に向けての説明がありました。 

説明によれば、土地開発公社解散の議案を 3月に議会に提出したいとのことでした。 

わずか土地 4 か所でなんと！評価損約 49 億円の長期保有地（通称：塩漬け土地）を持つ土地開発公社解散の訴

えは、23 年 12 月議会を皮切りに合計 4回、一般質問の場で、市に対し行ってきました。 

この 4年に渡る私、原ゆうじの訴えが、ようやくようやく実現する可能性が出てきたわけです。 

そこで、あらためて、土地開発公社とはどういった組織なのか？なぜ 4 か所の土地で 49 億円もの損となってしまった

のか？公社の現状は？についてレポートさせていただきます！ 

土地開発公社とは、公共用地を先行取得するために創設された市外郭団体 
バブル期は大活躍！これまでで、約 94 万㎡、約 676 億円の土地購入。 

土地開発公社は、松戸市の公共用地を先行取得することを目的に昭和 48 年に設立をされた松戸市の外郭団体です。昭

和後期から平成初頭にかけては、土地の高騰が続き、市が用地を購入する際、議会承認など必要な手続き等をしているう

ちに、土地が予定した価格を上回ってしまい公共用地購入に支障をきたしていました。そこで、より迅速な用地購入の方

法が必要となった全国の自治体では、市に代わり、より迅速に用地の先行取得が可能な土地開発公社を設立させました。 

 特に、土地が急騰したバブル期では、迅速な先行取得により、安価に土地を購入。経済的メリットがもたらされました。 

土地先行取得の仕組みとは？市が土地買い戻しを約束し購入依頼。公社はオール借金で土地購入！ 

土地先行取得の仕組みは以下の図の通りで、①市は公社に土地買い戻しを約束し土地購入を依頼、②依頼された公社は金 

融機関に融資を依頼、③依頼された    

金融機関は市から債務保証（公社借

金肩代わりの約束）を受け公社に融

資、④融資を受けた公社は土地購入。

このようにして、バブル期など土地

が値上がりする時代には、大きな役

割を果たしました。 

土地先行取得に暗雲！地価下落により市の買い戻しが進まず、公社保有期間が長期（塩漬け）へ！ 

こうして公社は多くの公共用地を先行してきましたが、バブルははじけ、時代は、土地が下落する時代へ突入しました。

そうなると、公社からの（注１）土地買い戻し価格が、逆に相場と逆転、 

高くなり、公社購入土地の事業化が進まず、市の買い戻しも当然、進まなく 

なりました。そして、買い戻しが進まなければ、土地の保有期間は長期化し 

さらに利息が発生。となれば、買い戻し価格がさらに高騰。 

結果、                              という悪循環にはまってしまい、長期保有地 4

か所だけで、何とその評価損が、約 49 億円と

なってしまいました。（その詳細は裏面へ！） 
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（注 1）市買い戻し価格＝ 
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土地開発公社・土地先行取得の仕組み

②土地取得依頼

①買戻しを約束

④債務保証
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⑥
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